陵 (りょう)
中島敦
漢 (かん)の武 (ぶ)帝 (てい)の天漢 (てんかん)二年秋九月、騎都尉 (きとい)・李 (り)陵 (りょう)は歩 (ほ)卒 (そつ)五千を率 (ひき)い、辺塞遮虜鄣 (へんさいしゃりょしょう)を発 (はっ)して北へ向 (むか)った。阿 (ア)爾 (ル)泰 (タイ)山脈 (さんみゃく)の東南端 (とうなんたん)が戈壁 (ゴビ)沙 (さ)漠 (ばく)に没 (ぼつ)せんとする辺 (あたり)の磽确 (こうかく)たる丘陵 (きゅうりょう)地 (ち)帯 (たい)を縫 (ぬ)って北行 (ほっこう)すること三十日。朔風 (さくふう)は戎 (じゅう)衣 (い)を吹 (ふ)いて寒く、如何 (いか)にも万 (ばん)里 (り)孤 (こ)軍 (ぐん)るの感が深い。漠 (ばく)北 (ほく)・浚 (しゅん)稽山 (けいさん)の麓 (ふもと)に至 (いた)って軍 (ぐん)は漸 (ようや)く止 (し)営 (えい)した。既 (すで)に敵 (てき)匈 (きょう)奴 (ど)の勢力圏 (せいりょくけん)に深く進み入っているのである。秋とはいっても北 (ほく)地 (ち)のこととて、苜 (うま)蓿 (ごやし)も枯 (か)れ、楡 (にれ)や檉 (かわ)柳 (やなぎ)の葉も最 (も)早 (はや)落ちつくしている。木の葉どころか、木そのものさえ（宿営 (しゅくえい)地の近傍 (きんぼう)を除 (のぞ)いては）、易 (い)に見つからない程 (ほど)の・唯沙 (ただすな)と岩と磧 (かわら)と、水の無 (な)い河床 (かわどこ)との荒涼 (こうりょう)たる風景 (ふうけい)であった。極目 (きょくもく)人煙 (じんえん)を見ず、稀 (まれ)に訪 (おとず)れるものとては野 (や)に水を求める羚 (かも)羊 (しか)ぐらいのものである。突兀 (とつこつ)と秋 (あき)空 (ぞら)をるの上を高く雁 (かり)の列 (れつ)が南へ急ぐのを見ても、しかし、将 (しょう)卒 (そつ)一同 (いちどう)誰 (だれ)一人 (ひとり)として甘 (あま)い懐 (かい)郷 (きょう)の情 (じょう)などにられるものはない。それ程 (ほど)に、彼 (かれ)等 (ら)の位置 (いち)は危 (き)険 (けん)極 (きわ)まるものだったのである。[bookmark: _GoBack]－26－
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